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♯008令
和
４
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

国
土
交
通
省
道
路
局
、
地
方
整
備
局
等
と

の
意
見
交
換

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
６
月
10
日
に
国
土
交

通
省
道
路
局
、
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

各
地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、お
よ
び

沖
縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、今
年
度
は
全

て
の
場
所
で
対
面
形
式
に
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

次
の
５
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

各
地
域
の
年
度
工
事
量
の
安
定
化
は
、

計
画
的
経
営
や
雇
用
の
安
定
を
図
る
う
え

で
極
め
て
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。
ま
た
今
年
度
は
、
若

い
世
代
に
「
技
術
」
と
「
夢
」
を
つ
な
げ

る
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
生
を
提
案

し
、
強
靭
で
信
頼
性
の
高
い
国
土
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
の
検
討
を

進
め
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

す
べ
て
の
発
注
者
が
週
休
２
日
工
事
に

取
り
組
む
必
要
性
を
訴
え
、
地
域
の
発
注

者
協
議
会
で
周
知
し
て
い
く
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
ま
た
施
工
管
理
業
務
の
合
理
化

等
、
総
労
働
時
間
の
削
減
に
向
け
、
さ
ら

な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
と
の
回
答
が
多

か
っ
た
。技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
で
は
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
）
義
務
化
モ
デ
ル
工
事
の
発
注
を
要

望
し
、
拡
大
を
図
っ
て
い
く
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
技
術
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
有
効
性

を
訴
え
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
周
知
を
し
て
い
く
な
ど
の

回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
活
用
の
発
注
者
指
定
型
工
事
で
の
発
注

を
要
望
し
、
段
階
的
に
拡
大
し
て
い
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

　

Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提

案
・
交
渉
方
式
の
さ
ら
な
る
発
注
要
請
に

対
し
、
よ
り
高
い
効
果
が
発
揮
で
き
る
大

型
の
橋
梁
補
修
工
事
な
ど
へ
の
適
用
を
検

討
し
て
い
く
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。
地

方
自
治
体
支
援
と
し
て
直
轄
代
行
業
務
の

さ
ら
な
る
推
進
の
提
案
に
対
し
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
を
通
じ
、
地
方
自
治

体
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
と
の
回

答
が
多
く
あ
っ
た
。

５
．Ｐ
Ｃ
建
築（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）の

　

 

推
進

　

庁
舎
計
画
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築

の
推
進
の
提
案
に
対
し
、
施
設
規
模
や
特

性
に
応
じ
、
工
期
や
コ
ス
ト
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
活
用
を
検
討
す
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。
ま
た
防
災
施
設
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ

Ｐ
Ｃ
造
の
推
進
の
要
望
で
は
、
地
方
自
治

体
と
の
会
議
を
通
じ
て
積
極
的
に
広
め
る

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

▲ 意見交換会の様子

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
10
月
に
西
日
本
高
速

道
路
㈱
、
11
月
に
中
日
本
高
速
道
路
㈱
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。い
ず
れ

も
対
面
形
式
で
の
開
催
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
次
の
３
テ
ー
マ
を
提

案
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

地
域
拠
点
確
保
の
た
め
の
工
事
量
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
し
、
特
定
更
新
事
業
等
、

今
後
も
相
当
数
の
工
事
発
注
を
計
画
し
て

い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。ま
た
高
速
道
路

３
社
で
検
討
し
て
い
る
「
高
速
道
路
資
産
の

長
期
保
全
及
び
更
新
の
あ
り
方
に
関
す
る

技
術
検
討
委
員
会
」に
お
い
て
最
新
の
知
見

を
踏
ま
え
た
更
新
事
業
等
の
追
加
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

原
則
、
週
休
２
日
の
発
注
者
指
定
方
式

で
発
注
が
な
さ
れ
て
い
る
中
、
中
日
本
高
速

道
路
㈱
で
は
、
週
休
２
日
工
事
制
度
が
定
め

ら
れ
る
以
前
に
基
本
契
約
を
締
結
し
た
工
事

で
も
個
別
契
約
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
週
休
２
日

モ
デ
ル
工
事
と
し
て
切
り
替
え
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
総
労
働
時
間
の
削
減
に
関

し
遠
隔
臨
場
な
ど
の
運
用
が
始
ま
り
拡
大

に
向
け
検
討
を
進
め
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進　

　

生
産
性
向
上
の
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

化
の
有
効
性
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た

Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
各
社
が
取
り
組
ん
で
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
適
用
可
能
な
工
事
で
の

採
用
を
提
案
し
、
適
用
可
能
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
採

用
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　

令
和
４
年
10
月
18
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
有
楽
町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
で
令
和
４

年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
不

動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ

ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー
に
４
８
７
人
、

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
に
１
０
６
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建

設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、
合
計
６
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

　
さ
い
と
う
Ｐ
Ｃ
建
設
㈱  

落
水 

勝
也 

氏

　

㈱
藤
木
組　
　

          

片
山 

秀
貴 

氏

　

ヘ
イ
セ
イ
ウ
イ
ン
グ
㈱　
佐
藤 

信
也 

氏

　

㈱
三
輝　
　

              

中
本　

勝 

氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
西
和
工
務
店　
　
　

 

千
葉 

侑
也 

氏

　

㈲
山
石
建
設             

吉
松 

孝
哲 

氏

建
設
人
材
育
成
優
良
企
業
表
彰

　

令
和
４
年
10
月
28
日
に
「
建
設
人
材
育

成
優
良
企
業
表
彰
（
主
催
：
国
土
交
通
省
、

建
設
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
）」の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
及
び

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
功
績
か
ら
、

ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱
が
「
不
動
産
・
建

設
経
済
局
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
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▲ 表彰状伝達式の様子

▲ 関西大学での講義の様子

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
10
月
に
西
日
本
高
速

道
路
㈱
、
11
月
に
中
日
本
高
速
道
路
㈱
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。い
ず
れ

も
対
面
形
式
で
の
開
催
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
次
の
３
テ
ー
マ
を
提

案
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

地
域
拠
点
確
保
の
た
め
の
工
事
量
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
し
、
特
定
更
新
事
業
等
、

今
後
も
相
当
数
の
工
事
発
注
を
計
画
し
て

い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。ま
た
高
速
道
路

３
社
で
検
討
し
て
い
る
「
高
速
道
路
資
産
の

長
期
保
全
及
び
更
新
の
あ
り
方
に
関
す
る

技
術
検
討
委
員
会
」に
お
い
て
最
新
の
知
見

を
踏
ま
え
た
更
新
事
業
等
の
追
加
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

原
則
、
週
休
２
日
の
発
注
者
指
定
方
式

で
発
注
が
な
さ
れ
て
い
る
中
、
中
日
本
高
速

道
路
㈱
で
は
、
週
休
２
日
工
事
制
度
が
定
め

ら
れ
る
以
前
に
基
本
契
約
を
締
結
し
た
工
事

で
も
個
別
契
約
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
週
休
２
日

モ
デ
ル
工
事
と
し
て
切
り
替
え
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
総
労
働
時
間
の
削
減
に
関

し
遠
隔
臨
場
な
ど
の
運
用
が
始
ま
り
拡
大

に
向
け
検
討
を
進
め
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進　

　

生
産
性
向
上
の
た
め
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

化
の
有
効
性
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た

Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
各
社
が
取
り
組
ん
で
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
適
用
可
能
な
工
事
で
の

採
用
を
提
案
し
、
適
用
可
能
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
採

用
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　

令
和
４
年
10
月
18
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
有
楽
町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
で
令
和
４

年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
不

動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ

ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー
に
４
８
７
人
、

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
に
１
０
６
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建

設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、
合
計
６
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

　
さ
い
と
う
Ｐ
Ｃ
建
設
㈱  

落
水 

勝
也 

氏

　

㈱
藤
木
組　
　

          

片
山 

秀
貴 

氏

　

ヘ
イ
セ
イ
ウ
イ
ン
グ
㈱　
佐
藤 

信
也 

氏

　

㈱
三
輝　
　

              

中
本　

勝 

氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
西
和
工
務
店　
　
　

 

千
葉 

侑
也 

氏

　

㈲
山
石
建
設             

吉
松 

孝
哲 

氏

建
設
人
材
育
成
優
良
企
業
表
彰

　

令
和
４
年
10
月
28
日
に
「
建
設
人
材
育

成
優
良
企
業
表
彰
（
主
催
：
国
土
交
通
省
、

建
設
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議

会
）」の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
及
び

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
功
績
か
ら
、

ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱
が
「
不
動
産
・
建

設
経
済
局
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　

道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

を
対
象
と
す
る
「
令
和
４
年
年
度
道
路
功

労
者（
主
催
：（
公
社
）日
本
道
路
協
会
）」に
、

Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
た
３
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

中
村 

明
治 

氏

　

㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱　

    

田
中 

新
二 

氏

　

㈱
安
部
日
鋼
工
業　

    

村
上 

公
彦 

氏

Ｐ
Ｃ
建
協
書
籍
の
紹
介

　

こ
の
度
、Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
に
な

じ
み
の
薄
い
積
算
技
術
者
に
も
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
挿
絵
、
参
考
資
料
を
多
く
記

載
し
た
「
Ｐ
Ｃ
斜
材
付
き
π
型
ラ
ー
メ
ン

橋　

標
準
積
算
要
領
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｃ
建

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
４
年
10
月
３
日
に
関
西
大
学
環
境

都
市
工
学
部
都
市
シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年

生
39
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
特
別
講
義
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
技
術
を
用
い
た

構
造
物
の
概
要
説
明
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
演

習
、神
鋼
鋼
線
工
業
㈱
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
緊
張
の

動
画
の
視
聴
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
４
年
11
月
28
日
に
香
川
高
等
専
門

学
校
建
設
環
境
工
学
科
３
年
生
40
人
を
対

象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

入
門
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
に
始
ま
り
、

建
設
業
界
の
現
状
と
将
来
、さ
ら
に
は
国
内

外
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
実
例
な
ど
を
解

説
し
ま
し
た
。ま
た
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
、
橋
梁
模
型
の
組
立
て
や
Ｐ
Ｃ
緊
張
を
実

演
し
、
最
後
に
学
生
と
の
自
由
討
議
を
行
っ

て
Ｐ
Ｃ
業
界
への
興
味
を
促
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、令
和
４
年
８
月
以
降
に
実
施
さ

れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
４
年
10
月
３
日
に
関
西
大
学
環
境

都
市
工
学
部
都
市
シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年

生
39
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
特
別
講
義
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
技
術
を
用
い
た

構
造
物
の
概
要
説
明
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
演

習
、神
鋼
鋼
線
工
業
㈱
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
緊
張
の

動
画
の
視
聴
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
４
年
11
月
28
日
に
香
川
高
等
専
門

学
校
建
設
環
境
工
学
科
３
年
生
40
人
を
対

象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

入
門
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
に
始
ま
り
、

建
設
業
界
の
現
状
と
将
来
、さ
ら
に
は
国
内

外
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
実
例
な
ど
を
解

説
し
ま
し
た
。ま
た
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
、
橋
梁
模
型
の
組
立
て
や
Ｐ
Ｃ
緊
張
を
実

演
し
、
最
後
に
学
生
と
の
自
由
討
議
を
行
っ

て
Ｐ
Ｃ
業
界
への
興
味
を
促
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、令
和
４
年
８
月
以
降
に
実
施
さ

れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は
次

の
と
お
り
で
す
。

関東

九州

九州

関東

関東

九州

北陸

中国

支部名

芝浦工業大学工学部

長崎大学工学部

鹿児島大学工学部

東京大学工学部

東京理科大学理工学部

熊本大学工学部

新潟大学工学部

広島工業大学工学部

学校名開催日

10月12日

10月13日

10月18日

11月 １日

11月16日

11月16日

11月21日

12月２日

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
４
年
11
月
18
日
に
「
令
和
４
年
度

技
術
講
習
会（
主
催
： 

Ｐ
Ｃ
建
協
、（
一
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
北
海
道
支
部
）」

を
令
和
元
年
以
来
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
し
、

若
手
か
ら
中
堅
の
35
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
、
架
設
、
維
持

管
理
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
解
説
し
、
完

成
工
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▲ 令和4年度技術講習会の様子

▲ PC橋に関する技術講習会の様子

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
４
年
11
月
に「
第
８
回
わ
か
り
や
す

い
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
技
術
研
究
会
（
主
催
：Ｐ

Ｃ
建
協
）」
を
新
潟
市
と
富
山
市
の
２
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
北
陸
地
方
整
備
局
や
地
方

自
治
体
職
員
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。今

回
は
17
日
の
新
潟
会
場
に
14
人
、24
日
の
富

山
会
場
に
14
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｐ
Ｃ
の
基
本
と
特
徴
（
優
位
性
）、

Ｐ
Ｃ
橋
の
分
類
と
架
設
工
法
、施
工
時
の
工

程
管
理
手
法
、
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に

向
け
た
工
夫
、
維
持
管
理
や
安
全
管
理
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
写
真
を
交
え
て
解

説
し
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
４
年
10
月
13
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
行
わ
れ
た「
令
和
４
年
度
橋
梁
点
検
・

補
修
設
計
研
修
（
中
級
）（
主
催
：
静
岡
県

建
設
技
術
監
理
セ
ン
タ
ー
）」に
お
い
て
、
自

治
体
職
員
な
ど
29
人
に
対
し
て
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト（
Ｐ
Ｃ
）橋
：
損
傷
の
特
徴
〜
損
傷

原
因
と
補
修
事
例
よ
り
学
ぶ
〜
」
と
題
し

た
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
４
年
９
月
22
日
に
島
根
県
松
江
市

の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
「
令
和
４

年
度
島
根
県
第
13
回
土
木
技
術
講
習
会

（
主
催
：（
公
財
）
島
根
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
）」に
お
い
て
、
自
治
体
職
員
な
ど
75
人

に
対
し
て
「
Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
補
修
と
新
し
い

取
り
組
み
」と
題
し
た
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。テ
ー
マ
は
「
Ｐ
Ｃ
工
事
に
お
け
る
生
産

性
向
上
へ
の
取
組
」、「
Ｐ
Ｃ
橋
の
点
検
要
領

と
診
断
」、「
Ｐ
Ｃ
橋
の
補
修
・
補
強
技
術
」、

「
Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
保
全
に
関
す
る
最
近
の
話

題
」の
４
点
で
し
た
。講
習
中
、浜
田
地
区
と

隠
岐
地
区
に
リ
モ
ー
ト
中
継
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
他
、
令
和
４
年
８
月
以
降
に
実
施
さ

れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

９月14日

９月16日

９月21日

９月27日
９月28日
10月４日
10月６日
10月13日
10月14日
10月26日

11月１日

11月２日
11月29日

10月28日
11月２日

９月７日、16日
22日、29日

８月２日
８月９日
８月25日

８月29日

８月29日
８月30日
９月６日
９月６日

北陸
東北
関東

関西

関西
東北
関東
北陸

東北

関東
中国

九州

北陸

関西

関西
北陸
東北
関東
東北
九州
関東

九州

四国

23人
20人
36人

44人

38人
51人
47人
29人

193人

57人
86人

10人

80人

29人

34人
18人
10人
15人
79人
97人
96人

18人

121人

橋りょう技術研修会
令和4年度鳥取県土木技術講習会

令和4年度第3回所内技術研修会
技術研修会
令和４年度道路構造物技術セミナー
橋梁設計研修
橋梁点検診断研修会
設計技術者のためのリカレント教育講座①
令和4年度道路構造物講習会

けんせつセミナー2022
「橋梁Ⅱ（上部工の設計・施工編）」

令和4年度建設技術職員専門研修
【技術管理（橋梁保全Ⅱ）講座】

3協会合同技術講習会

令和4年度宮崎県橋梁研修（スキルアップ研修）

2022年度特定道守コース

山形県橋梁技術研修

PC橋の施工技術と維持保全に対する実務講習会
土木技術専門研修（橋梁／施工[初級］）
橋梁技術講習会
令和4年度第1回橋梁担当者会議
令和4年度第1回橋りょう維持管理研修会
令和4年度県土整備部技術職員研修
令和4年度第１回岩手県道路メンテナンス会議
橋梁（PC橋） 講座
令和4年度土木部技術職員研修（道路）

埼玉県
（公財）鳥取県建設技術センター　

兵庫県加古川土木事務所
高岡市建設技術協会
東北地方整備局
（公財）とちぎ建設技術センター
（一社）福島県測量設計業協会
（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部
（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部

（一社）日本橋梁建設協会
（一社）建設コンサルタンツ協会四国支国
PC建協

山形県、（一社）山形測量設計業協会
（公財）山形県建設技術センター
山形県建設コンサルタント協会

長崎大学大学院工学研究科
インフラ長寿命化センター

(公財)福井県建設技術公社、PC建協
（公財）岩手県土木技術振興協会
山梨県

和歌山県
東北地方整備局
長野県建設技術センター
富山県

京都府

（一財）新潟県建設技術センター

宮崎県建設技術センター

（公財）滋賀県建設技術センター

開催日 人数支部名 講習名 主催・共催

建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る「
建

設
フ
ェ
ア
」が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
４
年
11
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、

東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展

示
ホ
ー
ル
な
ど
で「Construction Xross 

建
設
技
術
展
２
０
２
２
関
東
（
主
催
：
日

刊
建
設
工
業
新
聞
社
、共
催
：Ｐ
Ｃ
建
協
な

ど
）」が
開
か
れ
ま
し
た
。今
回
は
約
１
万
１

０
０
０
人
の
総
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、見
学
者
へ
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
４
年
10
月
４
日
と
５
日
の
２
日
間
、

愛
知
県
名
古
屋
市
の
名
古
屋
国
際
展
示
場

（
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
）
で
「
建
設
技
術

フ
ェ
ア
２
０
２
２
ｉ
ｎ
中
部
（
主
催
：
建
設

技
術
フ
ェ
ア
i
n
中
部
運
営
委
員
会
、
後

援
：Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
１
万
６
７
８
６
人
の
来
場
が
あ
り

ま
し
た
。　

今
回
も
Ｐ
Ｃ
建
協
は
「
学
生
交

流
ひ
ろ
ば
」に
ブ
ー
ス
出
展
し
、
１
８
９
人

が
来
訪
し
ま
し
た
。見
学
に
来
た
学
生
の
皆

さ
ん
へ
Ｐ
Ｃ
業
界
の
概
要
を
説
明
す
る
際
、

展
示
物
の
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
板
へ
実
際
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
、Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
丈
夫
さ
を
体

感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▲ 建設技術展2022関東でのブースの様子

▲ 学生交流広場でのブースの様子
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▲ 建設技術フォーラム2022 in ちゅうごくのブースの様子

▲ 令和４年度大規模津波防災総合訓練の展示ブースの様子

▲ PCシンポのブースの様子

（
中
国
支
部
）

　

令
和
４
年
10
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、

広
島
市
南
区
の
県
立
広
島
産
業
会
館
西
展

示
館
で
「
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２

i
n
ち
ゅ
う
ご
く
（
主
催
：
建
設
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど

で
構
成
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
来

場
者
数
は
延
べ
１
８
０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン

基
調
講
演
に
は
１
１
４
人
の
聴
講
が
あ
り

ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
ブ
ー
ス
出
展
し
、Ｐ
Ｃ
分
野

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
更
新
技
術
を
紹

介
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
大
規
模
津
波
防
災

総
合
訓
練

（
四
国
支
部
）

　

令
和
４
年
11
月
13
日
に
高
知
県
南
国
市

で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た 「
令
和

４
年
度
大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練
（
主

催
：
国
土
交
通
省
、高
知
県
、高
知
市
、南

国
市
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
物
部
川
河

川
敷
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、津
波
避
難
施
設

「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
タ
ワ
ー
」な
ど
３
箇
所

を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
広
報
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、 

Ｐ
Ｃ
技
術
で
建
て
ら
れ
た
津
波
避
難
タ

ワ
ー
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
４
年
10
月
29
日
に
福
島
県
石
川
町

の
い
わ
き
石
川
線
石
川
バ
イ
パ
ス
工
事
５
号

橋
「
長
郷
田
橋
」の
上
部
工
工
事
現
場
で
福

島
工
業
高
等
専
門
学
校
都
市
シ
ス
テ
ム
工

学
科
の
４
年
生
40
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。本
橋
は
橋
長
58
・

５
ｍ
の
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
２
径

間
連
結
バル
ブ
Ｔ
桁
橋（
架
設
桁
架
設
工
法

／ 

㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱
）
で
す
。当
日
は
事
業

概
要
や
施
工
工
程
な
ど
を
説
明
し
た
後
に

工
事
現
場
へ
案
内
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
４
年
12
月
７
日
に
栃
木
県
大
田
原

市
の
川
田
建
設
㈱
那
須
工
場
で
前
橋
工
科

大
学
工
学
部
の
3
年
生
38
人
を
対
象
に
現

場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
事
業

概
要
や
Ｐ
Ｃ
製
品
の
製
造
工
程
な
ど
の
説

明
後
に
工
場
内
へ
案
内
し
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製

品
の
製
造
ラ
イ
ン
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
11
月
16
日　

愛
媛
県
松
山
市
・
外
環
空

港
線
余
戸
南
跨
線
橋
上
部
工
事　
（
一

社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
、（
一
社
）

日
本
橋
梁
建
設
協
会
、Ｐ
Ｃ
建
協　

各

四
国
支
部
会
員
44
人

・
12
月
8
日　

茨
城
県
阿
見
町
・
阿
見
高

架
橋　
（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
関
東
支
部
会
員
38
人

第
31
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、出
展

　
「
第
31
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
主
催
：

Ｐ
Ｃ
工
学
会
、後
援
：Ｐ
Ｃ
建
協
）」が
令
和

４
年
10
月
20
日
と
21
日
に
島
根
県
松
江
市

の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
島
根
県
立
産
業
交
流

会
館
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー

ス
に
は
１
０
２
人
が
来
場
し
、
中
国
地
方
の

主
要
な
Ｐ
Ｃ
事
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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編集後記
　今回は「沖縄復帰50周年」と題しての取材となり現地に赴きました。どこまでも青い空、いつまでも眺めていたくなる美しいエメラルドブルーの海。 
そして太陽の日差しを強く照り返す白砂のビーチ、南国ならではの風景に感動しました。特に観光スポットになっている古宇利大橋はそれらの風景にコンク
リートの落ち着いた色彩を持つPC橋が溶け込み、全体的な美しさを更に演出していることが印象的でした。
　また、渋滞解消のために整備された港川高架橋、牧港高架橋や通勤通学など那覇市内の移動に欠かせない手段として定着しているゆいレールを見るこ
とで、人々の暮らしにPC技術が貢献していることを実感することが出来ました。この場をお借りして同行者の皆様には感謝いたします。 
　また特別企画「名橋をめぐって」は、我が国初めてのプレキャストブロック工法を用いた目黒架道橋と竣工から50年以上経過し重要な交通網として活躍
する山陽新幹線吉井川橋梁を紹介しています。「こんなところにPCが！」はPCまくらぎを特集しています。国内で初めて採用されてから70年近くの歴史を
有する鉄道輸送に欠かすことのできない重要なPC技術です。
　読者の皆様におかれましては、このような先人たちが残してくれた優れたPC技術を興味深く御一読頂けますと幸いに思います。 　　　　　　（濵野）

柳橋 則夫（編集委員長）、 石井 一生（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、湯山 芳夫、 大信田 秀治、 鈴木 裕二、
八木橋 浩隆、大塚 俊介、  牧　哲史、太野垣 泰博

編集委員会
荒畑 智志（幹事長）、 小谷 仁（副幹事長）、 瀬戸 裕一郎（副幹事長）、
阪田 憲一、 青木 隆昌、 河野 雅弘、 栗川 修、 喜多 俊介、 木村 良輔、浅野 真人、 
勝野 源基、 岡本 修一、 直井 秀市、 濵野 義則、 武内 涼太朗、 坂田 貴俊

編集幹事会

▲ 村山ICでの開通式典の様子 出典：東北地方整備局山形河川国道事務所ホームページ 
　　 （http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/index.html)

▲ 新九頭竜橋の開通式典の様子

▲ 新大村駅の出発式の様子
　　※写真提供：（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構（JRTT）

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

東
北
中
央
自
動
車
道
（
東
根
北
Ｉ
Ｃ
〜
村

山
本
飯
田
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　

令
和
４
年
10
月
29
日
に
山
形
県
の
東
北

中
央
自
動
車
道
東
根
北
Ｉ
Ｃ
〜
村
山
本
飯

田
Ｉ
Ｃ（
延
長
８
・
９
㎞
）が
開
通
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
東
北
中
央
自
動
車
道（
総

延
長
23
㎞
）が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

村
山
Ｉ
Ｃ
で
催
さ
れ
た
開
通
式
典
で
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉
割
り
、通
り
初
め

が
行
わ
れ
、今
回
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

西
九
州
新
幹
線
、開
業

　

令
和
４
年
9
月
23
日
西
九
州
新
幹
線

（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
、線
路
延
長
約
66
㎞
）

が
開
業
し
ま
し
た
。武
雄
温
泉
駅
で
は
、博

多
・
武
雄
温
泉
間
の
在
来
線
特
急
か
ら
同

一
ホ
ー
ム
で
乗
り
換
え
る
こ
と
で
、博
多
・

長
崎
間
は
最
速
1
時
間
20
分
と
、
従
来
よ

り
も
30
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
開
業
で
西
九
州
地
区
の
振
興
と
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
九
州
地

域
全
体
の
さ
ら
な
る
浮
揚
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

・
伊
万
里
港
臨
港
道
路
七
ツ
島
線

・
森
林
基
幹
道
高
千
穂
・
日
之
影
線　

乙

　
女
大
橋

（
北
陸
支
部
）

新
九
頭
竜
橋
、開
通

　

令
和
４
年
10
月
22
日
に
福
井
県
福
井
市

の
新
九
頭
竜
橋
（
橋
長
４
１
５
ｍ
）
が
開
通

し
ま
し
た
。本
橋
は
新
幹
線
と
道
路
（
上
下

２
車
線
と
歩
道
）の一
体
橋
で
、道
路
は
県
道

福
井
森
田
丸
岡
線
寺
前
町
〜
上
野
本
町

（
延
長
１
５
５
０
ｍ
）の一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
通
式
典
に
は
地
元
関
係
者
や
地
域

住
民
な
ど
４
０
０
人
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、く
す
玉
割
り
、通
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
記
念
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
に
は
約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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